
＜様式１＞ 

 １ 

令和６年度 江東区立   学校 自己評価表 

校長名 近藤 啓太          

 目標に向けた取組についての自己評価  
 
  

重点領域１ 
学習意欲・生きる力の向上 
①生徒の「主体性」の向上 
②探究心の向上 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 
教科横断的な取組及び主体的に学
ぶ態度の育成を図る授業をテーマ
に研修を行う。 

100 

○基礎学力が身につくよう教えてい
る 
○生徒の『もっと知りたい』に応え
ている 

100 Ａ 

２ 

「よむ YOMU ワークシート」、検定に
向けての学習、ドリルパークの活用
等、教科毎の特色を活かした朝学習
に全校で取り組む。 

100 

○家庭学習への意欲が向上してい
る。 
○「よむ YOMU ワークシート」はあな
た自身の学習（「読む力」や「書く力」
の向上）に役だっている 

73.0 
 

87.5 
 

Ｂ 

３ （新）シラバスを作成する － 
シラバスは、学習の手引き・参考に
なっている。 

59.7 Ｃ 

４ 
チャレンジウエンズデーはマンダ
ラシートを活用し、生徒自身で改善
できるよう指導する。 

73.3 
○自分の決めた目標達成のために 
チャレンジウエンズデーを活用して
る。 

51.9 Ｃ 

５ 
学校行事を通して、全生徒に主体的
に活動させる機会を多く作る。 

100 
○学校行事に主体的にかかわってい
ると思う。 

80.2 Ａ 

６ 
縦割り活動を通して、生徒間の対話
力や上級生のファシリテーター力
を育成する。 

100 
○（３年生回答）学校での縦割り活
動等を通して、上級生としての自覚
をもって行動していると思う。 

82.1 Ｂ 

７ 
生徒会自治活動を通して、学校生活
と自己肯定感の向上を図る。 

100 
○学校生活の向上に何らかの形で貢
献していると思う。 

76.3 Ｃ 

８ 
ＳＤＧｓ達成に向けて教科等横断
的に探究学習に取り組む。 

92.3 

○各学年の「南中探究タイム」の目
標に向けて取り組んでいる。 
１年：自己理解、地域との関わり、日本の

文化の探究 

２年：地球環境の課題解決、生き方の探究 

３年：世界とのつながり、進路 

68.8 Ｃ 

＜結果についての分析と改善策＞ 
１．「 授業改善推進校」として区の指定を受け、１年間研修に取り組んだ。特に全教科コラボ授業を行
い、教材研究の視点や評価方法について学び合うことができた。次年度も継続させ、授業を愉しめる
ものとして運営する。 

２．朝学習テスト及び再テストを実施することで、学習の成果が上がった。 
３．シラバスを教室内に掲示したり、試験前に掲示したりして、活用方法の指導をする。 
４．マンダラシートを活用し目標を立てさせたが、主体的・具体的な取り組みに繋がった生徒は少ない。、
水曜日に通塾や休息の時間と考える生徒の受け止め方や評価が困難。宿題に頼らない家庭学習法につ
いて指導する。朝会・集会・学活で報告会等を設け、実施内容の共有や協働等で意識や意欲を高める。 

５．少人数校で活動の機会を多々用意している。行事を通して集団づくりは進み、リーダーシップも高
まっている。より多くの生徒に機会を与え成長させることが課題。リーダーシップを発揮する機会を
眠らせている生徒に声かけする。 

６．縦割り学習会は数多く実施できた。上級生すべてが積極的にリードできるわけではなく苦手意識の
ある生徒も一定数いる。縦割り活動を継続することで、１年後、２年後の姿をイメージさせる。上級
生としての自覚を促し、自己の責務を果たすことで自己肯定感を高める。 

７．生徒会発信の取組が増えた。各自の仕事に対する責任感を徐々に育んでいる。目標の理解と振り返
りや自己評価をさせる。 

８．目標が伝わっておらず、直近の課題（行事の準備や進路学習）に追われる傾向がある。探究的な取
組があっても、生徒が「探求学習」と捉えていない。 

 



＜様式１＞ 

 ２ 

 
 

重点領域２ 

豊かな心、健康な体 
①豊かな心の育成「多様性」の尊重 
②教育相談機能の充実 
③特別支援教育の推進 
④健康的な生活の確立 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 

○道徳や特別活動において言語環
境を高め多様性を認める授業を行
う。 
○障害スポーツに取り組むアスリ
ートの生き様に触れさせ、共生社会
を理解させる。 

100 

全ての人が尊重され活躍する社会が
大切だと考え、自分自身そのように
行動している。 

77.8 Ｂ 

２ 
「考え対話する道徳」を通して、自
己・他者、自然・社会との関わりに
ついて深く考えさせる。 

100 

道徳の授業で、「自分について」「他
人とのかかわり」「社会とのかかわ
り」「自然や生命とのかかわり」につ
いて考えている。 

83.8 Ｂ 

３ 

自分ログ、生徒観察、質問紙調査や
教育相談を通して生徒に寄り添い、
いじめの早期発見・解消に取り組
む。 

100 

先生は、いじめ（もめごとや困りご
とも含め）の早期発見・解消に努め
ている。 

88.5 Ｂ 

４ 

○ＳＣやＳＳＷを活用し不登校生
徒への個別支援を行う。 
○不登校生徒への学ぶ機会を提供
し学習評価を積極的に行う。 

100 

４月当初の不登校生徒が一部でも学
校教育に接することができた 

－ Ａ 

５ 
校内委員会での情報共有、個別の指
導計画を基に、合理的な支援及び指
導を行う。 

100 
先生は生徒のことを理解し、悩みに
対して親身になってくれると思う。 92.4 Ａ 

６ 

○Ｃ組・つばさと、校内委員会が連
携し、生徒相互の成長を図る。 
○正しい理解と協力を受けられる
体制を整える。 

100 

（C 組、つばさ教室の生徒） 
４月と比べて、苦手なことができる
ようになったり成長したりしている
と思う。 

100 Ａ 

７ 

○「あ・じ・み・こ・し（挨拶、時
間、身だしなみ、言葉遣い、集中力）」
の指導を徹底する。   
○「弁当の日」の実践や食育を通し
て、健康的な自立心を育成する。 

92.3 

○「あ・じ・み・こ・し」について、
日ごろから意識をして取り組んでい
る。 
○毎日の給食や弁当の日が自分の健
康を考える機会となっている。 

82.3 
 

80.2 
Ｂ 

＜結果についての分析と改善策＞ 
１．道徳の授業や特別活動を要として多様性を認める啓蒙活動は行った。感想を書かせるだけでなく、

朝会や学校便りで目的や視点をアナウンスする。 

２．オリパラ講演会が年度末に単発で行なったことで、生徒の心に浸透するには取り組む時間が少なか

った。時期を早めに行い、継続した取組を実施する。 

３．道徳で考え対話する時間や機会は十分確保した。ねらいを明確にアナウンスすることで理解や意義

が浸透しているか。振り返りを丁寧に行う。 

４．いじめについては、全教員が全生徒を観察し、３つの校内会議で情報共有している。アンケートで

の発見も解消後も３ヶ月追跡し、適切に取り組んでいる。引き続き家庭と連携し丁寧に対応する。 

５．不登校対応は、個別支援を行っているが、学習評価は難しい課題である。引き続き家庭・関係諸機

関と連携しながら「家庭以外の居場所」を保障する。 

６．全教員が全生徒を観察し、校内委員会で情報共有している。引き続き家庭と連携しながら丁寧に対

応する。ＡＢ組とＣ組との「交流及び共同学習」ができている。Ｃ組の学校公開は、説明会参加の生

徒、保護者に限定して行っている。区の研修での広報活動も継続して行う。 

７．あいさつは、学年が上がるほど浸透しているが、スローガンの空振りで終わらないよう意義を繰り

返し伝える。生徒会による呼びかけや意識向上を計画的に取り組む。 

ランチルーム給食・和食月間の取組、栄養士による講義等、また弁当の日新聞発行も継続させた。 

１年生の料理研究家による調理実習は、弁当づくりのハードルを下げた。次年度も継続して実施する。 
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 ３ 

 
 

重点領域３ 
本校の実態に基づいた家庭・地域と連携 
①家庭・地域と一体となった教育活動の展開 
②活力ある学校規模（生徒数増） 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 
東京大空襲の講話や社会科の授業
を通して平和教育を行う。 

100 
平和について日ごろから考えてい
る。 

64.2 
 

Ｃ 

２ 
ボランティア活動等を通して地域
の一員としての自覚と自己肯定感
を高める指導を行う。 

100 
地域行事等を通して、地域への愛着
やここで生活していることへの実感
をもっている。 

66.7 Ｃ 

３ 
生徒の生き方、在り方について考え
るキャリア教育を推進する。 

100 
進路学習や人権講話等をいかして、
社会の中で生きていくための力が向
上している。 

83.8 Ｂ 

４ 

学校ＨＰの内容を充実させる。生徒
の変容に対応し、各種通信等を適宜
発行する。 
生徒・PTA と一体になって生徒数増
に向けての広報活動を行う。 

84.6 

（生徒）学校だよりや学年だよりを
家の人に見せている。 
（保護者）学校からの通信、ＨＰ等
からから学校の様子がわかる。 

70.4 
 

96.8 
 

Ｂ 

＜結果についての分析と改善策＞ 
１．アンケートの設問が「毎日のように平和に考える」と捉えられたか？道徳の授業の中で何度か考え
させてきたが、それが平和学習であったという意識がもてていない可能性が。設問内容の再考。「平和
学習」という意識付けや。新聞を活用しての学習。 

２．他者との関わりを苦手とする生徒が多い。地域活動は一部の生徒に限定され、機会が少なく生徒や
教員の意識も高くなかった。一方で保護者や地域高校生の参加が見られた。参加しやすい時期の調整
と機会の設定を増やし、呼びかけをしていく。 

３．職業講話が単発に終わらないよう、調べ学習に終始しないよう、特別活動を要として、チャレンジ・
ウエンズデーと連携した取組にすることが課題。ＳＤＧｓの視点も加え、考える機会や広がりをもた
せた指導をする。 

４．評価は高いが、HP の更新頻度は高いとは言えない。また発行している学年だよりが保護者にゆきわ
たっていない家庭が一定数ある。教員の負担軽減も考慮しながら、すぐーるでの発行も検討。 
生徒数は微増の予定。生徒数増を期待しない生徒・保護者・教員もあり、一体とはなっていない。本
校のあるべき姿、地域・家庭の求める学校の共通理解が必要。 

 
 
 
 

【評語】成果指標（こども側）の達成度に応じて決定する。 
    Ａ：９０％以上（目標達成とみなし、次年度は新たな目標を設定する） 
    Ｂ：５０％以上９０％未満 
    Ｃ：５０％未満（目標や努力指標等を見直す） 


